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米国の穀物等需給と作付面積、価格

【図 １】 米国の穀物等の生産量、期末在庫率の推移

【図 ３】 穀物等価格の推移

注：シカゴ商品取引所における各月第１金曜日の期近価格。

【図 ２】 米国の作付面積の推移

価格の動向は、作付面積や生産量等と密接な相関関係にある。特に1983年度（減
反政策後、異常気象の影響で大きく減産）は顕著な相関性。

資料：米国農務省「PS & D」

世界同時不作
（特にソ連）

米国干ばつ

米国熱波 米国熱波 米国干ばつ 米国天候不順

米国天候不順
中国輸入急増

豪州等の干ばつ
穀物需給の引き締まり

とうもろこし

小麦

大豆

需給状況と作付動向、価格相互に影響する例として、前年度まで
の豊作を背景に、米国では1983年に減反策として、PIK（Payment 

in Kind）計画を実施。しかし、減反実施後、熱波により大きく減産、
価格は上昇した。（PIK減反面積 小麦：35%、とうもろこし40%）

資料：米国農務省「Agricultural Statistics」

米国高温乾燥
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米国における穀物等価格と作付動向

【図 １】 小麦

【図 ２】 とうもろこし

【図 ３】 大豆

米国における穀物等の作付動向は、価格の動向との相関性が強いと見られる。

資料：米国農務省「Agricultural Statistics」等
注：価格は、シカゴ商品取引所における各月第１金曜日の期近価格。

 

-127-



  

  

○
米

国
で

は
連

作
障

害
（地

力
低

下
、

病
虫

被
害

等
）を

避
け

る
た

め
、

地
域

適
性

の
あ

る
作

物
間

で
輪

作
す

る
こ

と
が

一
般

的
。

○
輪

作
に

あ
た

っ
て

は
、

①
地

域
に

お
け

る
伝

統
的

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
、

②
作

付
決

定
期

に
お

け
る

価
格

と
投

入
経

費
に

よ
る

収
益

の
有

利
性

に
よ

っ
て

作
付

け
さ

れ
る

作
物

が
決

ま
る

が
、

実
際

の
作

付
期

の
天

候
条

件
に

よ
り

、
や

む
な

く
別

の
作

物
を

作
付

け
す

る
場

合
も

あ
る

。
○

な
お

、
2
0
1
3
/1

4
年

度
の

作
付

面
積

は
、

と
う

も
ろ

こ
し

が
増

加
し

て
い

る
。

と
う

も
ろ

こ
し

、
大

豆

春
小

麦
、

大
麦

冬
小

麦

綿
花

米
国

の
産

地
に

お
け

る
作

付
状

況
（
輪

作
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

）

（イ
メ

ー
ジ

図
）

資
料

：米
国

農
務

省
Ｈ

Ｐ
よ

り
作

成
注

：あ
く
ま

で
も

一
般

的
な

例
で

あ
り

、
地

域
に

よ
り

異
な

る
場

合
が

あ
る

。

（コ
ー

ン
ベ

ル
ト

）

冬
小

麦
作

付
期

春
小

麦
生

育
期

大
麦

収
穫

期
と

う
も

ろ
こ

し

大
豆

綿
花

米

６
月

７
月

８
月

９
月

２
月

３
月

４
月

５
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月

○
輪

作
の

例

（北
西

部
）

・春
小

麦
→

大
麦
→

春
小

麦
→

大
麦

・冬
小

麦
→

冬
小

麦
→

冬
小

麦
→

休
耕

（コ
ー

ン
ベ

ル
ト

）
【一

般
的

】
・と

う
も

ろ
こ

し
→

大
豆
→

と
う

も
ろ

こ
し
→

大
豆

【地
力

を
大

き
く
落

と
さ

な
い

方
法

と
し

て
】

・と
う

も
ろ

こ
し
→

と
う

も
ろ

こ
し
→

大
豆

※
大

豆
（マ

メ
科

）作
物

を
植

え
る

こ
と

に
よ

り
、

土
壌

の
窒

素
成

分
が

回
復

。
米

-128-



  

 

1

食
料
需
給
の
動
向
と
我
が
国
に
お
け
る
食
品
の
原
材
料
コ
ス
ト
・
価
格
へ
の
影
響
メ
カ
ニ
ズ
ム

（
2
0
0
8
年
の
国
際
的
な
食
料
価
格
の
上
昇
局
面
）

作
付
の
競
合

米
国

07
年

大
豆
→

と
う
も

ろ
こ
し

08
年
と
う

も
ろ
こ

し
→
大

豆

バ イ オ エ ネ ル ギ ー

需 要 の 増 加

需 給 の タ イ ト 化

途 上 国 の 経 済 発 展

オ
レ
ン
ジ

ジ
ュ
ー
ス
価
格

飼
料

小
麦
粉

パ
ン
、
麺
類

価
格

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
､

食
用
油
価
格

み
そ
､し

ょ
う
ゆ
､

豆
腐
等
価
格

で
ん
粉

清
涼
飲
料

価
格

菓
子
類

価
格

植
物

油

砂
糖
価
格

畜
産
物

(食
肉
、

鶏
卵
､乳

製
品

等
)価

格

食
肉

乳
製
品

鶏
卵

【
参
考
】
世
界
の
貿
易
量
に
占
め
る
割
合
(2
00
8年

）

粗
糖
：
ブ
ラ
ジ
ル
(
5
5
%
)
、
と
う
も
ろ
こ
し
：
米
国
(
5
6
%
)
、
大
豆
：
米
国
(
4
5
%
)
､
ブ
ラ
ジ
ル
(
3
9
%
)
、
小
麦
：
米
国
(
1
9
%
)
､
Ｅ
Ｕ
(
1
8
%
）
､
カ
ナ
ダ
(
1
3
%
)
､
ロ
シ
ア
(
1
3
%
）
､
豪
州
(
1
1
%
)
､
な
た
ね
：
カ
ナ
ダ
(
6
6
%
)

需
給
構
造
の
変
化
に
よ
る

食
料
生
産
へ
の
影
響

天
候
要

因
等

経
済

要
因

食
品
の

原
材

料
コ

ス
ト

・
価

格
へ

の
影

響

粗
糖

（
さ
と
う
き
び
）

価
格

砂
糖

輸 出 国 に お け る 輸 出 規 制 等 の 影 響

米
国
(
フ
ロ
リ

ダ
)
の

ハ
リ
ケ
ー

ン
被
害

、
ブ

ラ
ジ
ル

の
病
害

等

原 油 価 格 ・ 為 替 ・ 海 上 運 賃 等 の 影 響

（
バ

イ
オ

エ
タ

ノ
ー

ル
）

（
バ

イ
オ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
）

干
ば
つ

（
0
6,
0
7年

Ｅ
Ｕ
）

価
格
の

上
昇

オ
レ
ン
ジ

果
汁

搾
油
需
要
の
増
加

（
中
国
、

ア
ル
ゼ

ン
チ
ン

等
）

飼
料
用
需
要
の
競
合

(
安
価
な
方
に
需
要
が
シ
フ
ト

)

高
温
乾
燥
天
候

（
0
7年

米
国
）

干
ば
つ

（
0
6,
0
7年

豪
州
）

干
ば
つ
、
大
雨
等

（
0
6,
0
7年

Ｅ
Ｕ
）

作
付
の
競
合

カ
ナ
ダ

0
7年

小
麦

→
な
た

ね
、
大

麦
等

0
8年

大
麦

等
→
小

麦

（
バ

イ
オ

エ
タ

ノ
ー

ル
）

（
バ

イ
オ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
）

な
た
ね
価
格

と
う
も
ろ
こ
し

価
格

大
豆
価
格

小
麦
価
格

異
性
化
糖

-129-



 

 

 

 

0 5 10 15 20 25 30 35 40

日 本

米 国

ブラジル

ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ

ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ

カナダ

ｳﾙｸﾞｱｲ

ｳｸﾗｲﾅ

中 国

ボリビア

日本の輸入量
（2012年）

過去５年間の平均輸出量
（2008/09～12/13年度）

過去10年間での最低輸出量
（2003/04～2012/13年度）

（百万トン）

0 10 20 30 40 50

日 本

米 国

ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ

ｳｸﾗｲﾅ

インド

ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ

南ア
EU

ｾﾙﾋﾞｱ

ﾛｼｱ

カナダ

日本の輸入量
（2012年）

過去５年間の平均輸出量
（2008/09～12/13年度）

過去10年間での最低輸出量
（2003/04～2012/13年度）

（百万トン）

0 5 10 15 20 25 30

日 本

米 国

ＥＵ

豪 州

カナダ

ロシア

ｳｸﾗｲﾅ

ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ

ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ

ﾄﾙｺ

ｲﾝﾄﾞ

日本の輸入量
（2012年）

過去５年間の平均輸出量
（2008/09～12/13年度）

過去10年間での最低輸出量
（2003/04～2012/13年度）

（百万トン）

穀物等の主要輸出国における輸出状況と我が国の輸入先国別輸入量

【 図 １ 】 小麦

【 図 ２ 】 とうもろこし

【 図 ３ 】 大豆

資料：USDA「PS&D」、財務省「貿易統計」
注：主要輸出国は、過去５年間の平均輸出量の上位10ヵ国である。

我が国の主要輸入先国（2012年）
米 国 64.6％
ブラジル 20.0％
カナダ 13.8％
その他 1.6％

我が国の主要輸入先国（2012年）
米 国 74.7％
ブラジル 12.3％
ｳｸﾗｲﾅ 6.7％
その他 6.3％

我が国の主要輸入先国（2012年）
米 国 54.1％
カナダ 24.2％
豪 州 21.6％
その他 0.1％
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１ 豪州からは、アジア地域向け輸出が多い。
２ 輸出量が変動する中で、日本の輸入量は一定の水準で推移。

我が国における小麦の主要輸入先国の輸出先

我が国の主要輸入先国(2012年）
米 国 54.1％
カナダ 24.2％
豪 州 21.6％
その他 0.1％

資料：USDA「FAS」、「Global Trade Atlas」
注：輸出量は暦年のとりまとめを使用しているため、市場年度による輸出量のとりまとめ数量と異なる。

【図１】 米 国

【図２】 カナダ

【図３】 豪州
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我が国におけるとうもろこしの主要輸入先国の輸出先

１ 我が国は、米国からみて最大の輸出先国。
２ 我が国の輸入先は米国に一極集中しているが、ブラジル等南米やウクライナ
からの輸入が徐々に拡大。

資料：USDA「FAS」、「Global  Trade  Atlas」
注：輸出量は暦年のとりまとめを使用しているため、市場年度による輸出量のとりまとめ数量と異なる。

【図１】 米 国

我が国の主要輸入先国(2012年）
米 国 74.7％
ブラジル 12.3％
ｳｸﾗｲﾅ 6.7％
その他 6.3％

【図２】 ブラジル
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【図３】 ウクライナ
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【図１】 豪州

１ サウジアラビア、中国が、輸入競合国。
２ ３ヵ国とも、輸出量は年により変動。日本向けの輸出量も一定していない。

我が国における大麦の主要輸入先国の輸出先

【図３】 米 国

資料：USDA「FAS」、「Global Trade Atlas」
注：輸出量は暦年のとりまとめを使用しているため、市場年度による輸出量のとりまとめ数量と異なる。

我が国の主要輸入先国(2012年）
豪 州 62.3％
カナダ 31.9％
米国 4.4％
その他 1.4％

【図２】 カナダ
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我が国における大豆の主要輸入先国の輸出先

１ 米国、ブラジル、カナダともに、近年中国向けが急増。
２ 米国の輸出先の６割、ブラジルの輸出先の７割を中国が占める。

我が国の主要輸入先国(2012年）
米 国 64.6％
ブラジル 20.0％
カナダ 13.8％
その他 1.6％

資料：USDA「FAS」、「Global Trade Atlas」
注：輸出量は暦年のとりまとめを使用しているため、市場年度による輸出量のとりまとめ数量と異なる。

【図１】 米 国

【図２】 ブラジル

【図３】 カナダ
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我が国におけるなたねの主要輸入先国の輸出先

１ カナダの輸出先は一時中国向けに増加していたが、2010年に黒足病菌等を理
由に中国が輸入を制限。我が国のカナダからの輸入量は、一定の水準で推移。

２ 豪州の日本向けの輸出は2004年以降減少。

資料：USDA「FAS」、「Global Trade Atlas」
注：輸出量は暦年のとりまとめを使用しているため、市場年度による輸出量のとりまとめ数量と異なる。

【図１】 カナダ

【図２】 豪州

我が国の主要輸入先国(2012年）
カナダ 96.8％
豪 州 3.1％
その他 0.1％
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５
．

地
域

別
需

給
見

通
し

：米

１
米

に
つ

い
て

は
、

ア
ジ

ア
が

世
界

の
生

産
量

・消
費

量
の

9
割

弱
を

占
め

て
い

る
が

、
そ

の
比

率
が

若
干

低
下

傾
向

に
あ

る
。

２
ア

ジ
ア

中
心

で
他

の
地

域
の

貿
易

の
比

率
は

引
き

続
き

低
い

も
の

の
、

ア
フ

リ
カ

、
中

東
の

消
費

量
が

拡
大

し
、

主
要

輸
出

国
イ

ン
ド

、
タ

イ
、

ベ
ト

ナ
ム

を
中

心
に

ア
ジ

ア
か

ら
ア

フ
リ

カ
・中

東
へ

の
貿

易
量

が
増

加
す

る
見

通
し

。

①
米

の
地

域
別

生
産

量
及

び
消

費
量

の
見

通
し

②
米

の
地

域
別

貿
易

量
（純

輸
出

入
量

）の
見

通
し

注
：純

輸
出

入
量

に
は

、
地

域
内

の
貿

易
量

は
含

ま
れ

な
い

。
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南
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ﾆ
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ア

中
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ア
フ

リ
カ
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年
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-1
1年
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万
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ン
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年
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産

量
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費

量
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ｾ
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ﾆ
ｱ

ア
ジ

ア

中
東

欧
州

ア
フ

リ
カ

(百
万

ト
ン

)

（純
輸

入
量

）
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1
 2 

0 

16
 

3 

0 

25
 

0
10

20
30

（純
輸

出
量

）

19
97

-9
年

20
22

年
20

09
-1

1年

1
0

資
料

：農
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水
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政
策
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究
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６
．

地
域

別
需

給
見

通
し

：
大

豆

１
大

豆
に

つ
い

て
は

、
搾

油
用

や
飼

料
用

需
要

の
増

加
が

著
し

い
中

国
を

含
む

ア
ジ

ア
や

、
欧

州
の

純
輸

入
量

が
拡

大
。

２
こ

の
ア

ジ
ア

、
欧

州
の

純
輸

入
量

増
に

対
し

て
、

供
給

面
で

は
、

北
米

の
純

輸
出

量
は

現
状

程
度

で
推

移
す

る
も

の
の

、
中

南
米

の
生

産
増

大
に

よ
り

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

を
中

心
に

純
輸

出
量

が
拡

大
。

①
大

豆
の

地
域

別
生

産
量

及
び

消
費

量
の

見
通

し
②

大
豆

の
地

域
別

貿
易

量
（
純

輸
出

入
量

）
の

見
通

し

注
：
純

輸
出

入
量

に
は

、
地

域
内

の
貿

易
量

は
含

ま
れ

な
い

。
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産

量
）

5
0

 

4
6

 

0
 

3
9

 

1
 

1
 

1
 

5
1

 

8
5

 

0
 

9
2

 

3
 

1
7

 

3
 

7
5

 

1
0

4
 

0
 

1
1

6
 

3
 

2
6

 

3
 

0
10

0
20

0

（
消

費
量

）

17
 

1 1 0 

67
 

3 

13
 

2 

84
 

3 

20
 

2
 0

50
10

0

北
米

中
南

米

ｵ
ｾ

ｱ
ﾆ
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（
純

輸
入

量
）
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9
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41
 

44
 

0 

41
 

68
 

0 

0
50

10
0

（
純

輸
出

量
）

1
99

7-
9年

2
0

2
2年

2
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1

1年

資
料

：
農

林
水

産
政

策
研

究
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７
．

地
域

別
需

給
見

通
し

：肉
類

１
肉

類
に

つ
い

て
は

、
鶏

肉
を

中
心

に
、

豚
肉

、
牛

肉
を

含
め

て
、

消
費

量
、

生
産

量
は

各
地

域
と

も
増

加
。

２
特

に
所

得
向

上
に

よ
る

食
生

活
の

変
化

が
見

込
ま

れ
る

ア
ジ

ア
で

は
、

消
費

量
の

増
加

が
生

産
量

の
増

加
を

上
回

り
、

純
輸

入
量

が
拡

大
す

る
一

方
、

ブ
ラ

ジ
ル

、
米

国
な

ど
中

南
米

、
北

米
の

純
輸

出
量

が
拡

大
。
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輸
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量
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0
 

（純
輸

出
量

）

19
97

-9
年

20
22

年
2

0
0

9-
1

1年

注
：純

輸
出

入
量

に
は

、
地

域
内

の
貿

易
量

は
含

ま
れ

な
い

。

①
肉

類
の

地
域

別
生

産
量

及
び

消
費

量
の

見
通

し
②

肉
類

の
地

域
別

貿
易

量
（純

輸
出

入
量

）の
見

通
し

資
料

：農
林

水
産

政
策

研
究

所
「2

0
2

2
年

に
お

け
る

世
界

の
食

料
需

給
見

通
し

」

-143-



 

                           

 

１
20

12
年

6月
以

降
の

米
国

コ
ー

ン
ベ

ル
ト

の
高

温
・乾

燥
の

影
響

で
、

米
国

産
と

う
も

ろ
こ

し
・大

豆
が

減
産

し
、

ブ
ラ

ジ
ル

、
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
等

の
輸

出
が

増
加

。

２
我

が
国

の
輸

入
依

存
度

が
高

い
飼

料
用

と
う

も
ろ

こ
し

、
搾

油
用

大
豆

に
関

連
し

て
、

20
11

年
ま

で
の

需
給

デ
ー

タ
に

基
づ

く
将

来
見

通
し

で
も

、
と

う
も

ろ
こ

し
・大

豆
の

輸
出

シ
ェ

ア
は

、
引

き
続

き
米

国
が

低
下

し
、

ブ
ラ

ジ
ル

及
び

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

が
増

大
し

、
こ

れ
ら

３
ヵ

国
で

約
8-

9割
の

シ
ェ

ア
。

（参
考

１
）

と
う

も
ろ

こ
し

・大
豆

の
需

給
：輸

出
の

南
米

シ
フ

ト

米
国

6
3
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計
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1
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ゼ
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0

0
9

-1
1
年

2
0

2
2
年

と う も ろ こ し 大 豆 資
料

：農
林

水
産

政
策

研
究

所
「
2

0
2

2
年

に
お

け
る

世
界

の
食

料
需

給
見

通
し

」

-144-



 

１
中

国
の

大
豆

油
の

1人
当

た
り

年
間

消
費

量
は

、
2.

5k
g(

97
-
9年

)→
8.

4k
g(

0
9
-1

1年
)→

12
.4

kg
(2

2
年

)と
伸

び
率

は
鈍

化
す

る
も

の
の

引
き

続
き

増
加

。
大

豆
の

輸
入

量
も

搾
油

用
を

中
心

に
増

加
し

、
世

界
の

大
豆

輸
入

に
占

め
る

中
国

の
シ

ェ
ア

は
約

６
割

で
横

ば
い

。

２
米

国
は

現
在

と
ほ

ぼ
変

わ
ら

な
い

輸
出

量
を

維
持

す
る

も
の

の
、

主
に

中
国

の
輸

入
増

を
賄

う
の

は
、

ブ
ラ

ジ
ル

・
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
の

輸
出

増
。

（参
考

２
）

と
う

も
ろ

こ
し

・大
豆

の
需

給
：大

豆
の

中
国

に
よ

る
輸

入
増

と
南

米
の

輸
出

増
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用
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主

要
国

の
大

豆
輸
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量

②
主

要
国

の
大

豆
輸

入
量

③
中

国
の

大
豆

の
用

途
別

需
要

量
と

生
産

・輸
入

量
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１
と

う
も

ろ
こ

し
に

つ
い

て
は

、
大

豆
と

異
な

り
、

輸
入

国
が

特
定

国
に

偏
る

こ
と

な
く
、

主
に

飼
料

用
向

け
輸

入
の

韓
国

・中
国

・台
湾

等
ア

ジ
ア

や
、

主
食

と
す

る
ア

フ
リ

カ
（南

ア
フ

リ
カ

を
除

く
。

）、
メ

キ
シ

コ
等

中
南

米
（
ブ

ラ
ジ

ル
・
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
を

除
く
。

）
な

ど
広

範
な

地
域

・国
で

輸
入

増
。

２
輸

出
面

で
は

、
ブ

ラ
ジ

ル
・ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
の

輸
出

シ
ェ

ア
拡

大
に

よ
り

、
米

国
の

シ
ェ

ア
は

低
下

す
る

も
の

の
、

こ
れ

ま
で

旺
盛

だ
っ

た
バ

イ
オ

エ
タ

ノ
ー

ル
原

料
向

け
の

国
内

需
要

の
伸

び
が

鈍
化

し
、

生
産

量
の

増
大

に
伴

っ
て

米
国

の
輸

出
量

も
増

大
。

（参
考

３
）

と
う

も
ろ

こ
し

・大
豆

の
需

給
：と

う
も

ろ
こ

し
の

世
界

各
地

域
・
国

の
輸

入
増

と
米

国
の

輸
出

増
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ﾀﾉ
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ﾙ

原
料

用

飼
料

用

食
用

等

生
産

量

純
輸

出
量

（
右

目
盛

り
）

①
主

要
国

の
と

う
も

ろ
こ

し
輸

入
量

②
主

要
国

の
と

う
も

ろ
こ

し
輸

出
量

③
米

国
の

と
う

も
ろ

こ
し

の
用

途
別
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要
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生
産
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入

量

資
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研
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（
参

考
４

）
米

国
の

バ
イ

オ
燃

料
政

策
と

と
う

も
ろ

こ
し
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す
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需
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控
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費
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著
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、
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回
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回
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Ｐ
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0
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小
麦
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も
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こ
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大
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３
世

界
の

食
料

需
給

見
通

し

○
9

2
億

人
を

養
う

た
め

に
は

、
食

料
生

産
全

体
を

1
.5

5
倍

引
き

上
げ

る
必

要
が

あ
る

。

○
こ

の
う

ち
、

穀
物

は
、

2
9

.3
億

ト
ン

と
な

り
、

1
.6

5
倍

の
生

産
増

加
が

必
要

と
な

る
。

○
開

発
途

上
国

の
食

料
需

要
は

、
人

口
増

加
や

経
済

発
展

を
背

景
に

2
.0

6倍
に

増
大

、
中

間
国

も
1

.4
6
倍

に
増

加

す
る

。
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9.8

%）
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44
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億
トン

世
界

全
体

の
生

産
量

変
化

所
得

階
層

別
の

需
要

量
の

変
化

需
要

増
加

が
め

ざ
ま

し
い

開
発

途
上

国

穀
物

は
、

1
1

.5

億
ト

ン
の

生
産

増
加

が
必

要

（
参

考
）F

A
O

(2
00

9)
に

よ
る

と
、

91
億

人
を

養
う

に
は

、
食

料
生

産
全

体
を

1.
7倍

引
き

上
げ

る
必

要
が

あ
る

と
し

て
い

る
。

（「
H

o
w

 to
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ee
d
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h

e 
 W

o
rl

d
 2

05
0
」)

た
だ

し
、

本
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
予

測
と

FA
O

で
は

対
象

品
目

が
異

な
っ

て
お

り
、

厳
密

に
は

比
較

で
き

な
い

。
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４
地

域
別

需
給

見
通

し

○
穀

物
生

産
量

、
需

要
量

は
各

地
域

と
も

増
加

。
特

に
、

生
産

量
で

は
、

ア
ジ

ア
が

世
界

の
約

4
割

の
生

産
を

支
え

、

需
要

量
で

は
、

人
口

増
加

や
経

済
発

展
が

著
し

い
ア

フ
リ

カ
の

伸
び

が
生

産
量

の
伸

び
を

大
き

く
上

回
る

。

○
こ

れ
に

よ
り

、
ア

フ
リ

カ
、

ア
ジ

ア
は

純
輸

入
量

が
拡

大
し

、
北

米
は

純
輸

出
量

を
拡

大
し

、
中

南
米

は
、

輸
出

エ

リ
ア

に
転

じ
る

。
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②
小

麦

○
世

界
の

生
産

量
は

、
1

.6
倍

に
達

す
る

。
○

生
産

は
、

ア
ジ

ア
と

欧
州

で
大

幅
に

増
加

、
一

方
、

需
要

は
、

ア
フ

リ
カ

で
2
倍

の
増

加
と

な
る

。
○

北
米

、
オ

セ
ア

ニ
ア

は
、

輸
出

余
力

が
拡

大
、

2
0

5
0
年

も
２

大
食

料
供

給
基

地
を

維
持

。

-4
.0

-3
.0

-2
.0

-1
.0

0
.0

1
.02.
0

3
.0

4
.0

20
00

年
20

50
年

オ
セ

ア
ニ

ア

（
億

ト
ン

）

需
要

量

純
輸

入
量

生
産

量

純
輸

出
量

-4
.0

-3
.0

-2
.0

-1
.0

0.
0

1.
0

2.
0

3.
0

4.
0

20
00

年
20

50
年

ア
フ

リ
カ

（
億

ト
ン

）

-4
.0

-3
.0

-2
.0

-1
.0

0.
0

1.
0

2.
0

3.
0

4.
0

2
0

0
0
年

2
0

5
0
年

北
米

（
億

ト
ン

）

-4
.0

-3
.0

-2
.0

-1
.0

0.
0

1.
0

2.
0

3.
0

4.
0

2
0

0
0
年

2
0

5
0
年

中
南

米

（
億

ト
ン

）

北
米

と
オ

セ
ア

ニ
ア

が
2
0
5
0年

も
２

大
供

給
基

地

-4
.0

-3
.0

-2
.0

-1
.0

0
.0

1
.0

2
.0

3
.0

4
.0

20
00

年
20

50
年

ア
ジ

ア
（
億

ト
ン

）

-4
.0

-3
.0

-2
.0

-1
.0

0.
0

1.
0

2.
0

3.
0

4.
0

20
00

年
20

50
年

欧
州

（
億

ト
ン

）

-4
.0

-3
.0

-2
.0

-1
.0

0.
0

1.
0

2.
0

3.
0

4.
0

20
00

年
2

05
0
年

中
東

（
億

ト
ン

）

出
典

：「
20

5
0
年

に
お

け
る

世
界

の
食

料
需

給
見

通
し

」
（
－

世
界

の
超

長
期

食
料

需
給

予
測

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
予

測
結

果
－

）

-155-



 

③
米

○
世

界
の

生
産

量
は

、
1

.5
倍

に
達

す
る

。
○

生
産

量
、

需
要

量
と

も
に

、
ア

ジ
ア

が
世

界
の

約
9

0
％

を
占

め
る

。
○

ア
フ

リ
カ

の
需

要
の

伸
び

が
大

き
く
、

2
.4

倍
に

達
し
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輸

入
超

過
が

拡
大

す
る

。
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④
と

う
も

ろ
こ

し

○
世

界
の

生
産

量
は

、
1

.8
倍

に
達

す
る

。
○

生
産

の
伸

び
が

大
き

い
の
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中

南
米

で
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達
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、
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え
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輸
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給
基

地
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⑤
大

豆
○

世
界

の
生

産
量

は
、

1
.7

倍
に

達
す

る
。

○
生

産
の

伸
び

が
大

き
い

の
は

中
南

米
で

、
2

.3
倍

に
達

し
、

輸
出

余
力

も
拡

大
し

、
北

米
を

抜
い

て
世

界
一

の
供

給
基

地
と

な
る

。
○

ア
ジ

ア
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要
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2

.4
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達
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、
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す
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。
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⑥
畜

産
物

○
世

界
の

生
産

量
は

、
1

.5
倍

に
達

す
る

。
○

地
域

別
に

見
て

も
、

生
産

量
の

伸
び

は
変

わ
ら

な
い

も
の

の
、

需
要

は
、

ア
フ

リ
カ

、
ア

ジ
ア

が
高

く
な

っ
て

い
る

。
○

ア
ジ

ア
は

、
需

要
に

生
産

が
追

い
つ

か
ず

輸
入

の
拡

大
が

見
ら

れ
る

。
一

方
、

欧
州

は
、

輸
出

が
拡

大
。

生
産

量

需
要

量
純

輸
出

量

純
輸

入
量

-6
.0

-4
.0

-2
.0

0.
0

2.
0

4.
0

6.
0

20
00

年
20

50
年

ア
フ

リ
カ

（
億

ト
ン

）

-6
.0

-4
.0

-2
.0

0.
0

2.
0

4.
0

6.
0

20
00

年
20

50
年

北
米

（
億

ト
ン

）

-6
.0

-4
.0

-2
.0

0.
0

2.
0

4.
0

6.
0

20
00

年
20

50
年

中
南

米

（
億

ト
ン

）

-6
.0

-4
.0

-2
.0

0.
0

2.
0

4.
0

6.
0

20
00

年
20

50
年

ア
ジ

ア

（
億

ト
ン

）

-6
.0

-4
.0

-2
.0

0.
0

2.
0

4.
0

6.
0

20
00

年
20
50

年

欧
州

（
億

ト
ン

）

欧
州

の
供

給
が

ア
ジ

ア
の

需
要

を
支

え
る

-6
.0

-4
.0

-2
.0

0.
0

2.
0

4.
0

6.
0

20
00

年
20

50
年

中
東

（
億

ト
ン

）

-6
.0

-4
.0

-2
.0

0.
0

2.
0

4.
0

6.
0

20
00

年
20

50
年

オ
セ

ア
ニ

ア
（
億

ト
ン

）

出
典

：「
20

50
年

に
お

け
る

世
界

の
食

料
需

給
見

通
し

」（
－

世
界

の
超

長
期

食
料

需
給

予
測

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
予

測
結

果
－

）
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５
参

考
世

界
の

超
長

期
食

料
需

給
予

測
シ

ス
テ

ム
の

概
要

１
．

対
象

品
目

（
合

計
１

６
品

目
）

①
穀

物
５

品
目

：
小

麦
、

米
、

と
う

も
ろ

こ
し

、
大

麦
、

ソ
ル

ガ
ム

②
い

も
１

品
目

：
キ

ャ
ッ

サ
バ

③
砂

糖
２

品
目

：
サ

ト
ウ

キ
ビ

、
テ

ン
サ

イ
④

油
糧

種
子

４
品

目
：
大

豆
、

菜
種

、
パ

ー
ム

、
ヒ

マ
ワ

リ
⑤

畜
産

物
４

品
目

：
牛

肉
、

豚
肉

、
鶏

肉
、

牛
乳

２
．

基
準

年
次

、
目

標
年

次
①

基
準

年
次

：
２

０
０

０
年

（
１

９
９

９
年

～
２

０
０

１
年

の
３

年
平

均
）

FA
O

ST
A

Tデ
ー

タ
②

目
標

年
次

：
２

０
５

０
年

３
．

予
測

項
目

①
品

目
別

、
地

域
別

（
世

界
･国

別
･地

域
別

）
の

生
産

量
、

消
費

量
、

貿
易

量
及

び
摂

取
カ

ロ
リ

ー

４
．

対
象

地
域

及
び

地
域

分
類

等
①

対
象

範
囲

：
全

世
界

を
対

象
と

し
、

デ
ー

タ
が

カ
バ

ー
す

る
国

は
１

４
０

カ
国

②
地

域
分

類
等

：
予

測
に

用
い

る
デ

ー
タ

の
分

類
は

、
３

所
得

階
層

別
、

地
理

的
基

準
に

よ
る

７
地

域
区

分
、

国
別

に
分

類
。
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1
9
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9
-
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1
9
9
9
-
0
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0
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0
5
0

（
百

万
ト

ン
）

鶏
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【
3
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倍
】
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【
1
.9

倍
】

牛
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【
2
.5

倍
】

羊
肉

【
2
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倍
】
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.5

6
.1

7
.9

3
.6

年
間

増

加
率

(%
)
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0
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0
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0
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0
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0
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0

2
0
5
0

開
発

途
上

国
の

う
ち

東
ア

ジ
ア

【
4
0
.0

%
】

開
発

途
上

国
【
1
0
7
.4

%
】

（
東

ア
ジ

ア
除

く
）

市
場

経
済

移
行

国

【
3
6
.0

%
】

先
進

工
業

国
【
4
3
.1

%
】

（
百

万
ト

ン
）

(1
,1

1
8
)

(1
.8

8
4
)

(2
,6

8
0
)

(3
,0

1
2
) 
【
5
9
.9

%】

2
2
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5
0
9

7
1
8

7
4
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2
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4

6
1
6

1
,0

8
1
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0
0
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0
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0
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1
9
6
9
-
7
1

1
9
9
9
-
0
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2
0
3
0

2
0
5
0

開
発

途
上

国
の

う
ち

東
ア

ジ
ア

【
4
7
.2

%
】

開
発

途
上

国
【
8
6
.3

%
】

（
東

ア
ジ

ア
除

く
）

市
場

経
済

移
行

国

【
1
5
.1

%
】

先
進

工
業

国
【
2
6
.5

%
】

（
百

万
ト

ン
）

(1
,1

1
4
)

(1
,8

6
5
)

(2
,6

7
7
)

(3
.0

1
0
) 
 【

6
1
.4

%】

F
A

O
に

よ
る

長
期

的
な

世
界

の
食

料
需

給
予

測

【図
１

】
穀

物
生

産
量

【図
２

】
穀

物
消

費
量

資
料

：F
A

O
「世

界
農

業
予

測
：
20

30
/2

05
0
」（

20
06

年
6月

）

※
【

】は
、

9
9
-0

1
年

度
か

ら
2
0
5
0
年

度
ま

で
の

増
減

率
で

あ
る

。

【図
３

】
１

人
当

た
り

食
料

消
費

（カ
ロ

リ
ー

）

2
,8

7
2

3
,2

3
0

2
,6

5
4

3
,0

7
0

3
,4

4
6

3
,5

4
0

2
,7

8
9

3
,1

3
0

2
,9

0
0

3
,2

7
0

1
,8

0
0

2
,0

0
0

2
,2

0
0

2
,4

0
0

2
,6

0
0

2
,8

0
0

3
,0

0
0

3
,2

0
0

3
,4

0
0

3
,6

0
0

1
9
6
9
-
7
1

1
9
9
9
-
0
1

2
0
3
0

2
0
5
0

先
進

工
業

国

開
発

途
上

国
の

う
ち

、
東

ア
ジ

ア

開
発

途
上

国
世

界

kc
al

/
人

/
日

市
場

経
済

移
行

国

【図
４

】
開

発
途

上
国

の
肉

類
消

費
量

※
【

】は
、

9
9
-0

1
年

度
か

ら
2
0
5
0
年

度
ま

で
の

増
減

率
で

あ
る

。

※
【

】は
、

9
9
-0

1
年

度
か

ら
2
0
5
0
年

度
ま

で
の

増
減

率
で

あ
る

。

注
：

消
費

量
は

、
1
9
9
9
-0

1
年

の
み

公
表

値
で

あ
り

、
他

の
年

は
年

間
増

加
率

に
基

づ
き

推
計

し
た

値
で

あ
る

。

１
世

界
全

体
の

穀
物

の
生

産
量

、
消

費
量

は
、

20
50

年
に

は
30

億
ト

ン
を

超
え

る
見

込
み

。
先

進
工

業
国

で
は

生
産

量
が

消
費

量
を

上
回

っ
て

増
加

す
る

一
方

、
開

発
途

上
国

の
う

ち
東

ア
ジ

ア
地

域
は

、
消

費
量

の
伸

び
が

生
産

量
の

伸
び

を
上

回
る

見
込

み
。

そ
の

他
の

開
発

途
上

国
で

は
消

費
量

の
み

な
ら

ず
、

生
産

量
の

大
き

な
伸

び
も

見
込

ま
れ

る
が

、
生

産
量

は
消

費
量

を
下

回
る

見
込

み
。

２
１

人
当

た
り

食
料

消
費

（カ
ロ

リ
ー

）は
、

開
発

途
上

国
を

中
心

に
増

加
す

る
見

込
み

。
３

開
発

途
上

国
で

は
、

肉
類

の
消

費
量

も
増

加
が

見
込

ま
れ

る
が

、
増

加
率

に
つ

い
て

は
、

各
品

目
と

も
低

下
傾

向
。
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世界のＧＭ作物の栽培状況

資料：国際アグリバイオ事業団（ISAAA）、米国農務省「Ａｃｒｅａｇｅ」

○ 世界の遺伝子組換え作物の栽培面積（2013年現在）

○ 世界及び米国の主要ＧＭ作物別作付状況

１ 大豆、とうもろこし、綿花などを中心に世界27ヵ国で栽培され、作付面積はブラジル・イン

ド等を中心に年々増加（10年前の約３倍）。

２ 生産者の９割以上が小規模農家。

３ 米国は世界最大の作付国であり、大豆、とうもろこしの約９割がＧＭ品種。

○ 世界のＧＭ作物の作付面積

注：栽培面積が記載されていない国は10万ha未満
資料：国際アグリバイオ事業団（ISAAA）ＨＰにより農林水産省で作成。

単位：百万ha、％

米国

ＧＭ作物
栽培面積

栽培
面積

作付
比率

作付
比率

大豆 84.5 107 79 93

とうもろこし 57.4 177 32 90

綿花 23.9 34 70 90

なたね 8.2 34 24

2013年

世界
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９ 月 リ ー マ ン ・ ブ ラ ザ ー ズ 破 綻

２ 月 米 国 で 景 気 対 策 法 成 立

５ 月 ギ リ シ ャ 問 題 の 緊 迫 化
米 国 で の 金 融 緩 和 強 化

欧 州 財 政 問 題 の 深 刻 化

⒒ 月 以 降 米 国 長 期 金 利 の 上 昇

欧 州 財 政 緊 縮 の 影 響

米 国 「 財 政 の 崖 」 を 含 む 財 政 緊 縮 の 影 響
2

0
1

4

0

5
0

1
0

0

1
5

0

2
0

0

2
5

0

3
0

0

3
5

0

4
0

0

4
5

0

5
0

0

2
0

0
0

2
0

0
1

2
0

0
2

2
0

0
3

2
0

0
4

2
0

0
5

2
0

0
6

2
0

0
7

2
0

0
8

2
0

0
9

2
0

1
0

2
0

1
1

2
0

1
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1
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1
4

C
R

B
指

数

W
T

I原
油

価
格

穀
物

等
指

数

（
2
0
0
0
年

＝
1
0
0
）

世
界

の
食

品
価

格
等

の
動

向

１
原
油
を
は
じ
め
と
す
る
商
品
市
場
は
、
20
08
年
９
月
に
発
生
し
た
「
世
界
金
融
危
機
」
に
よ
る
投
機
資
金
の
急
激
な
流
出
、
世
界
的
な
不
況
に
よ
る

消
費
全
体
の
減
退
懸
念
な
ど
に
よ
り
、
総
じ
て
価
格
を
大
幅
に
下
げ
た
。
た
だ
し
、
穀
物
等
の
価
格
に
つ
い
て
は
不
況
下
で
も
基
礎
的
な
食
用
需
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
下
げ
止
ま
り
、
原
油
を
は
じ
め
他
の
商
品
価
格
が

2
0
0
0
年
の
水
準
ま
で
下
落
す
る
中
、

2
0
0
0
年
に
比
べ

1
.
5
倍
以
上
の
価
格
水
準
に
と
ど

ま
っ
た
。
そ
の
後
、

2
0
0
9
年
２
月
頃
に
底
を
打
っ
た
後
は
景
気
回
復
へ
の
期
待
感
な
ど
に
よ
り
、
原
油
価
格
を
中
心
に
再
上
昇
し
て
い
た
が
、

2
0
1
1
年

半
ば
以
降
、
世
界
経
済
の
減
速
に
伴
い
、
低
下
傾
向
。

２
諸
外
国
に
お
け
る
食
品
の
消
費
者
物
価
指
数
の
推
移
を
み
る
と
、

2
0
0
8
年
に
高
騰
し
た
食
料
品
の
価
格
は

2
0
0
9
年
以
降
も
引
き
続
き
高
水
準
で
推
移

し
て
い
る
。

【図
１

】
商

品
指

数
（C
RB

指
数

）
、

原
油

価
格

等
の

推
移

注
：
ロ

イ
タ

ー
/
ジ

ェ
フ

リ
ー

ズ
C

R
B

指
数

は
、

毎
週

金
曜

日
の

指
数

。
W

T
I原

油
価

格
は

週
平

均
価

格
。

穀
物

等
指

数
は

、
シ

カ
ゴ

商
品

取
引

所
３

商
品

価
格

（
小

麦
、

と
う

も
ろ

こ
し

、
大

豆
）
を

平
均

し
て

指
数

化
。

【
図

３
】
米

国
、

Ｅ
Ｕ

及
び

日
本

の
食

料
品

消
費

者
物

価
の

推
移

注
：
１

食
料

に
は

酒
類

を
含

ん
で

い
な

い
。

２
消

費
者

物
価

指
数

は
、

2
0
0
5
年

（
１

～
1
2
月

）
を

1
0
0
と

し
た

指
数

で
あ

る
。

資
料

：
総

務
省

、
E

U
「
E

U
R

O
S

T
A

T
」
、

米
国

労
働

省
「
L
A

B
S

T
A

T
」

【
図

２
】
株

価
（N
Y
ダ

ウ
平

均
）
の

推
移

出
典

：
ロ

イ
タ

ー

【
図

４
】
ド

ル
指

数
と

Ｃ
Ｒ

Ｂ
指

数
の

推
移

出
典

：
IC

E
「
U

S
 D

o
lla

r 
In

de
x®

」

注
：
Ｎ

Ｙ
ダ

ウ
工

業
株

3
0
種

平
均

株
価

の
毎

週
金

曜
日

の
終

値
で

あ
る

。

注
：
IC

E
（
イ

ン
タ

ー
コ

ン
チ

ネ
ン

タ
ル

取
引

所
）
ド

ル
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
先

物
の

毎
週

金
曜

日
の

終
値

で
あ

る
。

米 国 及 び 欧 州 の 景 気 回 復 傾 向 の 影 響

9
5

1
0

0

1
0

5

1
1

0

1
1

5

1
2

0

1
2

5

1
3

0

0
5

.1
7

0
6

.1
7

0
7

.1
7

0
8

.1
7

0
9

.1
7

1
0

.1
1

0
.7

1
1

.1
1

1
.7

1
2

.0
1

1
2

.0
7

1
3

.0
1

1
3

.0
7

米
国

食
料

米
国

穀
類

E
U

2
7

 食
料

E
U

2
7

 穀
類

日
本

食
料

日
本

穀
類

日
本

穀
類

（
米

類
・
も

ち
を

除
く
）
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【
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
】

小
麦
､と

う
も
ろ
こ
し
、
大
豆
､

牛
肉
等
：
輸
出
枠
設
定
、
輸
出

税
賦
課
等

は
輸
出
禁
止
、

は
輸
出
税
の
賦
課
、
輸
出
枠
設
定
等

【
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
】

米
：
輸
出
禁
止
(2
00
8

年
4月

～
20
09
年
3月

, 
20
09
年
7月

～
)

【
フ
ィ
リ
ピ
ン
】

米
、
と
う
も
ろ
こ
し
：

輸
出
許
可
制
(2
00
5年

～
)

【
ネ
パ
ー
ル
】

米
､小

麦
(2
00
8
年
4月

～
) 

豆
類
(2
00
9
年
7月

～
)：

輸
出
禁
止

【
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
】

米
等
：
輸
出
禁
止

(2
00
8年

5月
～
)

【
モ
ロ
ッ
コ
】

小
麦
､米

等
：
輸
出

ラ
イ
セ
ン
ス
制
導
入

（
20
08
年
7月

～
)

【
ケ
ニ
ア
】

と
う
も
ろ
こ
し
：
輸
出

禁
止
(2
00
8年

9月
～

)

【
ラ
オ
ス
】

米
：
輸
出
許
可
制

(2
01
0年

～
)

【
台
湾
】

米
：
輸
出
許
可
制

(2
00
8年

4月
～
)

【
ミ
ャ
ン
マ
ー
】

米
：
輸
出
許
可
制

(2
00
8年

～
)

【
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
】

と
う
も
ろ
こ
し
：
輸

出
禁
止
(2
00
8年

～
)

【
ヨ
ル
ダ
ン
】

砂
糖
、
米
（
20
08
年
～
）
、

小
麦
（
20
10
年
～
)等

：
ラ

イ
セ
ン
ス
制
導
入

【
イ
ン
ド
】

食
用
油
：
輸
出
禁
止

（
20
08
年
3月

～
）

米
、
小
麦
：
輸
出
枠

設
定
(2
01
1年

9月
～
)

【
レ
バ
ノ
ン
】

小
麦
:輸

出
禁
止

(2
01
0年

8月
～
)

【
イ
ラ
ン
】

小
麦
等
:輸

出
禁
止

米
等
：
輸
出
税
賦
課

(2
01
2
年
10
月
～
)

【
キ
ル
ギ
ス
】

小
麦

:輸
出
禁
止

(2
01
2
年
10
月
～
)

【
ボ
リ
ビ
ア
】

小
麦
：
輸
出
禁
止

(2
00
8

年
2月

～
)

と
う
も
ろ
こ
し

(2
0
1
2
年

3

月
～

)、
米

(2
00
9年

12
月

～
)等

：
輸
出
枠
設
定

0

資
料
：
農
林
水
産
省
作
成
（
平
成
２
６
年
３
月
１
５
日
現
在
）

注
：
過
去
に
実
施

：
①

輸
出
禁
止
：
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
コ
メ
）
、
ベ
ト
ナ
ム
（
コ
メ
）
、
ラ
オ
ス
（
コ
メ
）
、
イ
ン
ド
（
コ
メ
、
小
麦
、
と
う
も
ろ
こ
し
）
、
パ
キ
ス
タ
ン
（
小
麦
）
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
（
小
麦
等
）
、

さ
れ
た
措
置

ブ
ラ
ジ
ル
（
政
府
米
）
、
ボ
リ
ビ
ア
（
と
う
も
ろ
こ
し
、
コ
メ
等
）
、
エ
ク
ア
ド
ル
（
コ
メ
）
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
（
豆
類
、
と
う
も
ろ
こ
し
）
、
ロ
シ
ア
（
小
麦
等
）
、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
（
小
麦
)、

セ
ル
ビ
ア
（
小
麦
等
）
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
（
菜
種
等
）
、
モ
ル
ド
バ
（
小
麦
）
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
（
穀
物
）
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
（
カ
カ
オ
）
、

､エ
チ
オ
ピ
ア
（
小
麦
等
）
、
ギ
ニ
ア
（
農
林
水
産
物
）
、
マ
ラ
ウ
イ
（
と
う
も
ろ
こ
し
）
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
（
穀
物
、
砂
糖
）

②
輸
出
税
賦
課
：
ロ
シ
ア
（
小
麦
、
大
麦
）
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
（
小
麦
等
）
、
ベ
ト
ナ
ム
（
コ
メ
）
、
キ
ル
ギ
ス
（
小
麦
等
）
、
中
国
（
小
麦
、
大
豆
、
コ
メ
等
）
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
（
乳
製
品
）

③
輸
出
枠
：
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
コ
メ
）
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
（
小
麦
、
大
麦
等
）

【
ザ
ン
ビ
ア
】

と
う
も
ろ
こ
し
：
輸
出

禁
止
(2
01
3年

10
月
～
)

【
エ
ジ
プ
ト
】

米
:輸

出
禁
止

(2
01
3年

11
月
～
)

農
産
物
の
輸
出
規
制
の
現
状

1

1
0
.2

9
.6

9
.1

8
.8

8
.4

0
.0

2
.0

4
.0

6
.0

8
.0

1
0
.0

1
2
.0

1
9
9
0
-9

2
2
0
0
0
-0

2
2
0
0
5
-0

7
2
0
0
8
-1

0
2
0
1
1
-1

3
（
年
）

（
参
考
２
）

世
界
の
栄
養
不
足
人
口
は
、
20
11

-2
01
3年

に
は
約
8.
4億

人
と
推
計
。

19
90
－
9
2年

に
比
べ
て

1.
8億

人
減
少
し
た
も
の

の
、
依
然
と
し
て
高
水
準
。
こ
の
う
ち
9
8％

が
開
発
途
上
国
に
集
中
。
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
推
計
）

さ
ら
に
、
近
年
の
世
界
的
な
食
料
危
機
に
よ
り
途
上
国
を
中
心
に
抗
議
行
動
や
暴
動
が
発
生
。
今
後
も
食
料
の
価
格
等

の
高
騰
の
影
響
に
よ
る
抗
議
運
動
や
暴
動
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
。

【
図
１
】
世
界
の
栄
養
不
足
人
口
の
推
移

資
料
:

新
聞
、
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
情
報
（
平
成

2
0年

５
月
７
日
現
在
）

メ
キ
シ
コ

チ
ュ
ニ
ジ
ア

エ
ジ
プ
ト

ハ
イ
チ

フ
ィ
リ
ピ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

イ
エ
メ
ン

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

ギ
ニ
ア

セ
ネ
ガ
ル

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル

カ
メ
ル
ー
ン

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ

モ
ー
リ
タ
ニ
ア

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ

モ
ロ
ッ
コ

エ
チ
オ
ピ
ア

ソ
マ
リ
ア

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

麦
関
係

米
関
係

と
う
も
ろ
こ
し
関
係

そ
の
他
・
不
明

【
図
２
】
食
料
を
め
ぐ
る
抗
議
運
動
や
暴
動
（

2
0
0
8
年
前
半
）

凡
例
：

資
料
：
F
A
O,
 
I
F
A
D 
a
n
d
 
WF
P
 
「
Th
e
 
S
t
at
e
 
o
f
 F
o
o
d
 
In
s
e
cu
r
i
t
y
 
i
n
 t
h
e
 
W
or
l
d
 
2
01
3
」

（
億
人
）

栄
養
不
足
人
口
の
動
向
等
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世
界
の
天
候
（
20
13
年
） 資

料
：気

象
庁

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

「世
界

の
年

の
天

候
（
20
13

年
）」

（h
tt
p:
//
ww
w.
da
ta
.j
ma
.g
o.
jp
/g
md
/c
pd
/m
on
it
or
/a
nn
ua
l/

）

【図
】

主
な

天
候

の
特

徴
・気

象
災

害
（
20

13
年

）

※
気

象
災

害
の

記
述

は
米

国
国

際
開

発
庁

海
外

災
害

援
助

局
と

ル
ー

ベ
ン

カ
ト

リ
ッ

ク
大

学
災

害
疫

学
研

究
所

（ベ
ル

ギ
ー

）の
災

害
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（
EM
-D
AT

）や
、

国
連

の
報

道
機

関
（
IR
IN

）、
各

国
の

政
府

機
関

の
発

表
等

に
基

づ
い

て
い

る
。

①
年

平
均

気
温

は
、

シ
ベ

リ
ア

、
中

国
東

部
～

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
東

部
、

ア
フ

リ
カ

、
ア

ラ
ス

カ
～

カ
ナ

ダ
西

部
、

北
米

北
東

部
、

南
米

北
部

・
南

部
、

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
な

ど
で

平
年

よ
り

高
く
、

中
国

北
東

部
周

辺
、

イ
ン

ド
北

部
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
西

部
、

カ
ナ

ダ
中

部
～

米
国

中
部

、
ペ

ル
ー

な
ど

で
平

年
よ

り
気

温
が

低
か

っ
た

。
東

日
本

～
中

国
中

部
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
北

部
、

モ
ー

リ
シ

ャ
ス

～
マ

ダ
ガ

ス
カ

ル
、

ブ
ラ

ジ
ル

東
部

、
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

で
異

常
高

温
と

な
る

月
が

多
く
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
西

部
で

異
常

低
温

と
な

る
月

が
多

か
っ

た
。

②
年

降
水

量
は

、
東

シ
ベ

リ
ア

～
中

国
北

東
部

、
中

央
シ

ベ
リ

ア
南

部
～

中
央

ア
ジ

ア
、

イ
ン

ド
、

東
南

ア
ジ

ア
、

ア
ラ

ス
カ

、
米

国
北

部
～

南
東

部
、

中
米

、
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

北
西

部
な

ど
で

平
年

よ
り

多
く
、

ア
フ

リ
カ

北
西

部
、

米
国

西
部

、
南

米
南

部
、

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
中

部
な

ど
で

平
年

よ
り

少
な

か
っ

た
。

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
東

部
～

中
部

、
カ

ナ
ダ

南
部

～
米

国
南

東
部

で
は

異
常

多
雨

と
な

る
月

が
多

く
、

東
日

本
及

び
西

日
本

、
米

国
北

西
部

、
ブ

ラ
ジ

ル
東

部
は

異
常

少
雨

と
な

る
月

が
多

か
っ

た
。

○
農

業
の

持
続

的
な

発
展

、
投

資
、

貿
易

及
び

市
場

の
円

滑
化

と
い

う
目

標
に

取
り

組
む

こ
と

に
合

意
○

具
体

的
な

行
動

を
明

示
し

た
「
食

料
安

全
保

障
に

関
す

る
A
P
E
C
行

動
計

画
」
(
ア

ジ
ア

太
平

洋
情

報
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
(
A
P
I
P
)
の

新
設

等
)
を

承
認

２
０

１
０

年
１

０
月

Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ

第
１

回
食

料
安

全
保

障
担

当
大

臣
会

合
新

潟
宣

言
・
行

動
計

画
（
日

本
、

新
潟

）

○
「
食

料
価

格
乱

高
下

及
び

農
業

に
関

す
る

行
動

計
画

」に
合

意
○

世
界

各
地

の
条

件
の

多
様

性
を

考
慮

に
入

れ
た

持
続

可
能

な
農

業
生

産
の

拡
大

と
生

産
性

の
向

上
の

必
要

性
を

確
認

○
国

際
小

麦
改

良
研

究
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

、
農

業
市

場
情

報
シ

ス
テ

ム
（A
M
I
S
）
、

迅
速

対
応

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

立
ち

上
げ

２
０

１
１

年
６

月
Ｇ

２
０

農
業

大
臣

会
合

行
動

計
画

（
フ

ラ
ン

ス
、

パ
リ

）

２
０

１
２

年
５

月
Ａ

Ｐ
Ｅ

Ｃ
第

２
回

食
料

安
全

保
障

担
当

大
臣

会
合

カ
ザ

ン
宣

言
（
ロ

シ
ア

、
カ

ザ
ン

）

２
０

１
２

年
６

月
Ｇ

２
０

ロ
ス

カ
ボ

ス
サ

ミ
ッ

ト
首

脳
宣

言
（
メ

キ
シ

コ
、

ロ
ス

カ
ボ

ス
）

○
引

き
続

き
「
新

潟
宣

言
」
の

食
料

増
産

等
に

取
組

む
こ

と
に

合
意

○
更

な
る

食
料

安
全

保
障

の
た

め
に

、
世

界
の

環
境

条
件

の
多

様
性

と
農

業
の

正
の

外
部

性
を

考
慮

し
た

上
で

、
農

業
生

産
の

増
大

及
び

生
産

性
の

向
上

等
に

重
点

的
に

取
組

む
こ

と
に

合
意

○
食

料
輸

出
に

係
る

禁
輸

そ
の

他
の

制
限

措
置

が
食

料
価

格
の

乱
高

下
を

生
じ

う
る

こ
と

を
認

識
し

、
保

護
主

義
に

関
す

る
首

脳
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

再
確

認

○
農

業
の

多
様

性
を

考
慮

し
つ

つ
、

持
続

的
な

農
業

生
産

の
増

大
及

び
生

産
性

の
向

上
の

重
要

性
を

確
認

○
情

報
共

有
の

重
要

性
を

認
識

し
、
A
M
I
S
の

進
展

を
歓

迎
○

新
た

な
輸

出
規

制
を

と
ら

な
い

と
の

約
束

を
更

新

○
今

般
の

食
料

価
格

の
高

騰
を

受
け

、
Ｆ

Ａ
Ｏ

加
盟

国
の

閣
僚

級
で

、
食

料
価

格
の

乱
高

下
へ

の
対

応
策

に
つ

い
て

議
論

○
農

業
生

産
の

増
大

及
び

生
産

性
の

向
上

、
市

場
の

透
明

性
向

上
な

ど
、

国
際

社
会

が
協

調
し

て
取

り
組

む
こ

と
の

重
要

性
を

確
認

２
０

１
２

年
１

０
月

食
料

価
格

乱
高

下
に

関
す

る
Ｆ

Ａ
Ｏ

閣
僚

級
会

合
（
イ

タ
リ

ア
、

ロ
ー

マ
）

２
０

１
３

年
１

０
月

Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ

首
脳

宣
言

（
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
、

バ
リ

）

○
食

料
安

全
保

障
の

達
成

に
お

け
る

農
業

者
及

び
漁

業
者

、
特

に
小

規
模

農
家

及
び

女
性

の
重

要
な

役
割

を
促

進
○

食
料

安
全

保
障

の
確

保
に

向
け

て
A
P
E
C
が

取
り

組
む

べ
き

課
題

を
ま

と
め

た
「
2
0
2
0
に

向
け

た
A
P
E
C
食

料
安

全
保

障
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
」
を

実
施

○
食

料
輸

出
に

係
る

禁
輸

及
び

そ
の

他
の

制
限

措
置

が
食

料
価

格
の

乱
高

下
を

生
じ

さ
せ

得
る

こ
と

を
認

識
し

つ
つ

、
Ａ

Ｐ
Ｅ

Ｃ
首

脳
の

保
護

主
義

に
対

す
る

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

再
確

認

２
０

１
３

年
１

０
月

Ｆ
Ａ

Ｏ
国

際
食

料
価

格
に

関
す

る
閣

僚
級

会
合

（
イ

タ
リ

ア
、

ロ
ー

マ
）

○
近

年
高

騰
し

た
国

際
食

料
価

格
が

、
依

然
と

し
て

高
値

で
推

移
し

て
い

る
こ

と
を

受
け

、
食

料
価

格
の

変
動

に
適

切
に

対
応

し
、

世
界

の
食

料
安

全
保

障
を

確
保

す
る

た
め

、
国

際
社

会
が

強
調

し
て

取
り

組
む

こ
と

の
重

要
性

を
改

め
て

確
認

1

世
界
的
な
食
料
安
全
保
障
問
題
へ
の
対
応
（
国
際
的
な
議
論
）
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世
界
の
天
候
（
20
13
年
） 資

料
：気

象
庁

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

「世
界

の
年

の
天

候
（
20

13
年

）」
（h

tt
p:

//
ww

w.
da

ta
.j

ma
.g
o.

jp
/g
md

/c
pd
/m

on
it
or

/a
nn
ua

l/
）

【図
】

主
な

天
候

の
特

徴
・気

象
災

害
（
20

13
年

）

※
気

象
災

害
の

記
述

は
米

国
国

際
開

発
庁

海
外

災
害

援
助

局
と

ル
ー

ベ
ン

カ
ト

リ
ッ

ク
大

学
災

害
疫

学
研

究
所

（ベ
ル

ギ
ー

）の
災

害
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（
EM

-D
AT

）や
、

国
連

の
報

道
機

関
（
IR
IN

）、
各

国
の

政
府

機
関

の
発

表
等

に
基

づ
い

て
い

る
。

①
年

平
均

気
温

は
、

シ
ベ

リ
ア

、
中

国
東

部
～

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
東

部
、

ア
フ

リ
カ

、
ア

ラ
ス

カ
～

カ
ナ

ダ
西

部
、

北
米

北
東

部
、

南
米

北
部

・
南

部
、

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
な

ど
で

平
年

よ
り

高
く
、

中
国

北
東

部
周

辺
、

イ
ン

ド
北

部
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
西

部
、

カ
ナ

ダ
中

部
～

米
国

中
部

、
ペ

ル
ー

な
ど

で
平

年
よ

り
気

温
が

低
か

っ
た

。
東

日
本

～
中

国
中

部
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
北

部
、

モ
ー

リ
シ

ャ
ス

～
マ

ダ
ガ

ス
カ

ル
、

ブ
ラ

ジ
ル

東
部

、
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

で
異

常
高

温
と

な
る

月
が

多
く
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
西

部
で

異
常

低
温

と
な

る
月

が
多

か
っ

た
。

②
年

降
水

量
は

、
東

シ
ベ

リ
ア

～
中

国
北

東
部

、
中

央
シ

ベ
リ

ア
南

部
～

中
央

ア
ジ

ア
、

イ
ン

ド
、

東
南

ア
ジ

ア
、

ア
ラ

ス
カ

、
米

国
北

部
～

南
東

部
、

中
米

、
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

北
西

部
な

ど
で

平
年

よ
り

多
く
、

ア
フ

リ
カ

北
西

部
、

米
国

西
部

、
南

米
南

部
、

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
中

部
な

ど
で

平
年

よ
り

少
な

か
っ

た
。

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
東

部
～

中
部

、
カ

ナ
ダ

南
部

～
米

国
南

東
部

で
は

異
常

多
雨

と
な

る
月

が
多

く
、

東
日

本
及

び
西

日
本

、
米

国
北

西
部

、
ブ

ラ
ジ

ル
東

部
は

異
常

少
雨

と
な

る
月

が
多

か
っ

た
。
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